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第26回 總和会全国大会開催
期日：平成29年10月24日（火）／会場：曹洞宗檀信徒会館

　両大本山、特に大本山總持寺大禅師猊下におかれまし
ては、ご本山はもとより、各地へのご巡錫ご接化に法縁
を広めるべくご活躍慶賀の至りでございます。
　近年、各地で起きる自然災害に被災された方々には、
衷心からお見舞いとお悔みを申しあげます。
　特に平成23年の大地震、大津波、さらには人為的な要
因による原発の事故により、住み慣れた故郷を追われ、
新しい生活の活路を求めなければならない悲劇が、今日
を迎えても、未だ解決されない問題として深い傷跡を残
しております。燃料棒の取り出しすらも解決されず、す
べての解決に40年の長い年月を要するとのことですが、
これとて、明確な答えとは言えない現状です。
　一方では、人口減少、都市文化による都市部への一極集
中は地方寺院の経済的疲弊と廃寺をも考慮すべき大変な時代
を迎えようとしております。核家族化の進行により、従来の家
中心の文化が失われ、信仰心の希薄化、肉親との絆は失われ、
自己生活本位の主観が先行しているのではないでしょうか。

　第26回総和会全国大会の開催にあた
りご挨拶申し上げます。本日は全国各
地から、ご多忙にもかかわらず、多数
の会員諸老師のご参加をいただき、心
から御礼申し上げます。また、日頃か
ら、總和会本部に特段のご理解とご協
力を賜り、重ねて感謝を申し上げます。

� 總和会会長　鬼生田 俊英　式 辞
　他方、世界に目を向けると、隣国の北朝鮮のミサイル
が日本の上空を飛行し、原爆の脅威をもって日本を恫喝
しており、頻発する世界各地で起きるテロは人類を破滅
に追い込む脅威に晒されております。
　教義の違いはあるにせよ「人間の魂を救い、心のより
どころなるべき」という宗教本来の目的を失ってはなら
ないと思います。仏の尊さを説き、敷衍し、失われてい
る人間の菩提心を覚醒しなければなりません。
　翻って宗門の現状を見るとき、苫小牧駒澤大学をはじめ、愛
知学院問題と次 に々惹起する諸問題は、宗門の貴重な人材育
成の基盤が揺らいでおります。宗制の制度疲労は否めないとし
ても、少なくとも宗門人として、包括法人の規律をみだす行為は
それなりの償いをすべきであり、責任ある行為を示すべきです。
　明年は宗議会議員総選挙の年です。「政治屋は次期の選
挙を考え、政治家は次世代を考える」といわれます。本
来のあるべき姿に戻すべく邁進してまいりたいと思います。
　先人たちは、幾多の困難を乗り越え、今日の宗門を築
き上げて参りました。これに思いをいたし、困難を克服し、
継承し未来に向かって希望ある明るい宗門を築くべき渾身
の努力を重ねて参ります。何卒、今後も会務の運営執行
にご理解と一層のお力添えをお願いいたします。
　最後に、両大本山の益々の隆盛。本日ご参加諸老師の
ご活躍、さらには總和会本部へのご支援ご協力をお願い
し、挨拶といたします。

題字　佐々木孝一 總和会会長
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　本日、第26回總和会全国大会を開
催するにあたりまして、全国各地か
らご参集いただきまして、ただいま
仏祖諷経、さらには会員の物故され
た大和尚様にご供養を申し上げさせ
ていただきました。
　本来ですと紫雲台江川辰三禅師様

いるところでございます。
　禅師様がこの大会の祝辞にお書き留めておられますけ
れども、このような法要ができる、あるいは整備ができ
ることはひとえに、全国ご寺院様方のお力添えがあって、
つまり浄財を賜って出来ていることであり、心から感謝
申し上げると禅師様がお示しいただいておりますように、
私は一人ひとりのお力が結集されて、大本山總持寺が大
きな礎として受け継がれていると思います。
　瑩山禅師様がよく言われた親しみある言葉で、徹通義
介禅師様より「平常心是道」というお話を賜った時に、

「その意をさらにいえ」と言われた「飯に逢うては飯を喫
し、茶に逢うては茶を喫す」とお答えになられたという
ことは周知のところでありますが、私は「あるべきとき
は、あるべきようにする」という事への示唆ではないか
なと思うところでございます。
　總和会の諸老師方におかれましては、太祖瑩山禅師様、
道元禅師様、お釈迦様を私どもの心とするわけでござい
ますが、太祖瑩山禅師様の心を受けていただきまして、
ぜひ三大綱領に則る親和結束の力こそ、總和会の大きな
歩みの礎というふうに存じ上げて、お力添えを賜りたい
と念願するところでございます。

お言葉� 總和会最高顧問・大本山總持寺副貫首　石附 周行　

　清秋萬里の好時節、本日ここに、
第 26 回總和会全国大会が盛大裡に
開催されることにあたり、謹んでお
祝いを申し上げます。
　会員の皆様におかれましては、宗
風の宣揚、大本山總持寺の護持隆昌
のために、常日頃ご尽力をいただ

ます。
　独住４世中興石川素童禅師の100回御遠忌、普蔵院開
基太源宗真禅師の650回御遠忌、祖院震災復興諸堂落慶
法要、本山開創700年等、重要な行持が数多く予定され
ています。
　またこの期間中に、大遠忌事業の一環である山内伽藍
整備も、太祖 700 回大遠忌までの完成を目指して、計
画に順じて粛々と進められて参ります。現在は、紫雲臺
耐震改修工事に着手しております。
　皆様方からの現在に至るまでの尊いご浄財のご協力に
対し、衷心より感謝を申し上げると共に、今後とも、各
別のご芳情、お力添えをお寄せいただきたいと念ずる次
第であります。
　なお、ご承知のとおり、大遠忌法会の期間中の基本理
念は常に変わることなく、「相承―大いなる足音がきこ
えますか―」であります。
　この理念に鑑みて、私たちは釈尊、高祖大師、御両
尊、歴代祖師方から、有難くも一体どのようなことを

「相承」して現在に至っているのか、また、今後社会的
脈絡の中で大切に伝えていくべき「大いなる足音」と
は、具体的にどういった実践を指すのか、これらのこと
を今一度深く問い直し、歩みを進めていく勝縁にしてい
ただきたいと切に念願いたします。
　今大会の開催を重ねてお慶び申し上げると共に、実り
多き成果を祈念いたし、祝辞とさせていただきます。

� 大本山總持寺貫首　江川 辰三　祝 辞

き、厚く御礼申し上げます。
　また老衲、本年忝

かたじけ

なくも卒寿の歳に相当しております
が、会員の皆様はじめ多くの方々より、心からなる祝意
をお寄せいただきましたこと、衷心より感謝の意を表す
る次第であります。
　東日本大震災は、発生から７年目に入っております。
今もなお、被災地は様々な問題や不安が残っており、依
然として厳しい道のりは継続していることと存じます。
　ほかにも昨年４月に起こった熊本地震等、日本各地に
おいて自然災害による多くの甚大なる被害がほぼ毎年発
生しています。
　私たちは、いかなる時であれ、被災地再生への信念と
いうものを、決して退歩させずに、絶えずお互いに共有
していかなければなりません。寄り添い、支え合うとこ
ろに道は必ず開かれていきます。
　さて、現在奉修中である「御両尊大遠忌法会」で
は、７年後（2024）の「太祖瑩山紹瑾禅師 700 回大遠
忌」に至るまで、様々な報恩の法会が順次お勤めされ

がここにお出ましいただきまして、毎年のようにこの法
要をお勤め賜っていたところでございますが、たまたま
風邪をこじらせ、少々お休みいただくようなこともござ
いまして、私がただいま御代理を勤めさせていただいた
ところでございます。
　總和会におきましては毎年このような大会を開催され
ているわけでありますが、ひとえに全国の会員諸老師の
お力の結集があってこそ、總和会の大きな根であり、幹
であり、枝になるというふうに存じているところでござ
います。
　ご本山におきましては、ただいま紫雲台の工事が進行
しているところで、一昨年の峨山禅師様の大遠忌から引
き続きまして、平成36年には太祖御開山様の700回忌の
大遠忌を迎え、それにあわせるように工事も進められて



總　　和　　会　　報2017.12.22 　（３）第 116 号

　爽秋の好時節となりました。
　本日茲に、第26回總和会全国大
会が盛大に開催されますこと、心よ
りお慶びを申し上げます。また、会
員諸老師に於かれましては、平素よ
り宗門の興隆・本山の護持発展・御
両尊大遠忌法会の多大なるお力添え

　また、各広報にて既報のとおり、平成２年に落慶した
三松閣の全面改修工事を平成30年４月より10月まで予定
しております。各々御寺院、檀信徒の皆様方に多大なる
御不便を御掛けいたしますが、文化財の保護、また研修
道場の更なる利便性向上を図る為と御理解を頂きたくお
願い申し上げます。
　紫雲臺猊下に於かれましては、今春御歳九十歳の嘉辰
を目出度くお迎えになられました。頗るお元気にて山内
行持はもとより全国各地、更には国外への御親化等を矍
鑠とお勤めになられておりましたが、御征忌会前に少し
く体調を崩され、現在はご静養中でございます。皆様と
供に一日も早くご快復なされてご帰山頂きますことをお
祈り申し上げたいと存じます。
　さて、今年に入りましての山内状況を少しくご報告い
たしますと、大震災発生より丁度６年となる３月11日に、
横浜市仏教連合会との共催で「東日本大震災七回忌慰霊
法要」を紫雲臺猊下の御親修にて厳修いたしました。
　法要に引き続き復興祈願イベント「祈りの夕べ」も行
い、特に今回は三宝殿の丘に建つ平成救世観音隣に「祈
りの鐘」と命名されたベル３基を建立いたしました。こ
のベルが鳴り響く度に「忘るまじ東日本大震災」を再認
識し、被災地への想いを寄せていただきたく存じます。
　本山僧堂に於いては冬安居制中期間となり、ようやく
僧堂生活に慣れた春上山新到和尚に、新たに今秋上山し
た５名を加え、役寮、大衆一同辦道に勤しんでおります。
　最後になりましたが、本大会の成功と会員諸老師の法身
堅固並びに總和会の益々のご発展を冀い、祝辞といたします。

� 總和会常任顧問・大本山總持寺監院　乙川 暎元　祝 辞

をいただいておりますこと、厚く御礼を申し上げます。
　本山では７年後の「御開山太祖瑩山紹瑾禅師700回大
遠忌」奉修を目指して歩みを進めているところでござい
ますが、それまでには平成31年11月３日から５日に独住
第４世中興石川素童禅師の100回御遠忌、翌32年４月の
報恩大授戒会中に普蔵院開基太源宗真禅師の650回御遠
忌、更には平成33年に祖院震災復興事業竣工・ 祖院震災
復興諸堂落慶法要、本山開創700年、懐観大姉700回御
遠忌などの諸行持も予定されております。
　また大遠忌記念事業として、紫雲臺の耐震改修をはじ
めとする諸伽藍の整備も進めておるところでございます。
紫雲臺においては７月１日より耐震・保存修理及び東司
エレベーター棟・接続回廊等造営工事が始まりました。
現在は素屋根で覆われており、土

ど

居
い

板
た

の確認、鬼瓦の調
整なども進められております。大祖堂への通路として待
鳳館より仮設廊下を設置いたしております。
　昨年、鎌倉と名古屋で行われた遠忌記念特別展「禅の
心とかたち總持寺の至宝」につきまして、石川県立歴史
博物館による追加開催のお申し出があり、同博物館に於
いて９月16日から11月５日にかけて開催致しております。

　この度も紫雲台猊下の御臨場を仰
ぎ、その上各法要の御親修まで賜わ
りますことは誠に至極の法幸に存じ
ます。これ一遍に猊下が御壮健であ
らせられることに併せ、大本山總持
寺と会場の曹洞宗檀信徒会館が指呼
の間にあることに依るものと、今更

眼と不退転の努力と根気等が山内全員に行き渡っている
からだと存じます。
　大本山總持寺は移転時の情熱、受け入れ地元との親密
度、そして百年の営々たる努力、位置・環境等々随分め
ぐまれていると存じます。
　この度の大遠忌はどなたもご存知の、石川素童禅師様
の大英断から百年という一つの大きな節目を迎えての大切
な御遠忌や節目としてのお祝い等が目白押しに続きました。
　御移東百周年の記念の行持も、峨山紹碩禅師大遠忌も
既に盛大厳粛裡に円成致しました。
　後は石川素童禅師様の百回忌の御遠忌と、今度初めて
の試みとして開山太祖常済大師・二祖大現宗猷国師の瑩
峨二尊大和尚の大遠忌を一つの大遠忌という観点から取
行うもので、後は掉尾を飾る、太祖常済大師七百回大遠
忌を残しています。
　御本山ではその大遠忌に向けて、地震対策等や時代の
変化を先取りするべく、万全を期して諸工事が進められ
ております。私達も精一杯の真を運んで、御本山と一体
の大遠忌に献身致したいと念じております。
　最後になりましたが、大遠忌の無事円成と紫雲台猊下
の益々の御聖胎長養と總和会の愈々のご発展・充実を祈
念して私の祝辞とさせていただきます。

� 總和会常任顧問・曹洞宗参議　佐瀬 道淳　祝 辞

ながら喜びを新たにするものであります。
　扨て、私は以前にもこの事に触れてお話を致しました
が、回禄の災の折、余りにも痛々しい大火の跡を見て、
祖院復旧に立ち上がった若い二人の尼僧さんの懸命な姿
に触発され、門前の人達も次々と加勢し、祖院再興に多
大なる貢献をされたという話に、私は強く感動させられ
今も忘れることができません。
　それから百年、近時御本山と周辺の市民達との緊密化
が急速に進んでいるようで大変喜んでおります。
　地元との強固で親密な関係は一朝一夕で生まれるもの
ではありません。お寺へのお参りや寺の企画する催しに
参加者が増加していることは、人を集めようとしてやっ
て見ても企画が時代のニーズに合わなかったり、やり方
がなおざりであっては人は集まらないでしょう。
　人が大勢集まるということは、平素から並々ならぬ慧
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　平成29年10月24日（火）第26回總和会全国大会
は140余名の参加者を集め開催されました。
　前日列島を縦断した台風にもかかわらず、午後
１時曹洞宗檀信徒会館３階桜の間に於いて、森元
亨副理事長司会のもと髙階玉光副会長の開会の辞
で大会式典が始まりました。大本山總持寺副貫首
石附周行老師導師のもと仏祖諷経・会員物故者追
悼諷経が厳修されお言葉をいただきました。
　鬼生田俊英總和会会長の式辞に続き、總和会常
任顧問乙川暎元大本山總持寺監院、佐瀬道淳参議
よりそれぞれ祝辞をいただきました。
　式典終了後、第１部大会会議に移り、宗歌斉唱
の後、議長に奈良県加藤賢一師、副議長に岐阜県
杉﨑良憲師を選出、議事に入り、大本山總持寺山
口正章副監院より山門報告、倉内泰雄總和会理事
長より会務報告があり、続いて各ブロック代表に
よる意見発表、活発な質疑応答が交わされました。
　第２部は作家・歴史評論家の原田伊織氏による

『維新クーデターのどこが「過ち」であったか』
明治初頭の廃仏毀釈に至る歴史の過ちについて講

第 26 回　總和会全国大会概要■■■■■ ■■■■■

石附副貫首

演をいただきました。質疑を経て伊藤弘隆副会長
の閉会の辞にて会議日程を終了しました。
　第３部の懇親会は３階蘭・菊の間で盛大に開催さ
れ、午後７時30分無事全日程を終了し散会しました。
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［講師紹介］
1946年京都生まれ。近江・浅井領内佐和山城下で幼年期
を過ごし、彦根藩藩校弘道館の流れをくむ高校を経て、
大阪外国語大学卒。2005年『夏が逝く瞬間』（河出書房
新社）で作家デビュー。『明治維新という過ち』が歴史
書としては異例の大ヒットとなり、新たな視点の歴史観

が注目を浴びている。主な著書に『明治維新という過ち
〈完全増補版〉』（講談社文庫）、『官賊と幕臣たち』（毎日
ワンズ）、『大西郷という虚像』 （悟空出版）、最新作『徹
底討論 明治維新 司馬史観という過ち』（悟空出版）な
ど。

　明治維新はせいぜい革命ではなくクーデターでしかな
い。そして二つの性格があった。一つは捏造。捏造が後
付けで歴史としてまかり通っている。もう一つは隠蔽。
起こったことが正直に表に伝わっていない。この捏造と
隠蔽があって早くも150年が経つ。
　なぜ、薩摩と長州は江戸幕府を倒したのか。元々の原

記念講演　　　　　　　　　　　　　　　　

「維新クーデターのどこが『過ち』であったのか」
� 作家・歴史評論家　原田伊織先生　

因は関ヶ原の因縁、怨念が根底にある。
　長州は120万石以上を有していたが、関ヶ原の戦いの
後、防長の37万石までに押し込められた。
　関ヶ原の戦いの怨念が、薩摩、長州ではいかに強いか。
これを無視して、維新を語ることはできない。江戸幕藩
体制とは、徳川家が絶対的な力をもって諸大名を抑え込
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んだ専制体制でもなければ、中央集権体制でもない。地
方分権勢力がたくさん存在し、徳川家も一地方分権勢力
であり、その連合体が江戸期の幕藩体制。リーダーに徳
川家がなったというだけの話。潜在的に隙あらば徳川に
一矢報いるという感情は薩摩、長州には当然あった。
　維新は強いて言えばクーデターで、世界的な革命の定
義には当てはまらない。そして戊辰戦争は規模が小さす
ぎて、内戦でも内乱でもなく、戦によって明治近代政権
が成立したということではない。ではなぜ、徳川の治世
が内戦にもあたらないような動きで崩壊したのか。これ
は「恭順」というあの時代の概念を理解しなければ、説
明できない。降伏と恭順とは違い、どこまでいっても心
の底から敬って従うというのが恭順で、恭順という概念
が六十余州三百諸侯といわれた大名たちに浸透し、恭順
のドミノ倒しが起き、戦わずして政権が移行した。静か
に軍を進めていけば、通り道の大名は全部恭順した。中
には散発的に恭順しなかったところはあるが、長岡藩に
しても、会津にしても、恭順の意思は示している。ただ
官軍と称するクーデター軍がそれを許さなかっただけで、
やむなく開戦したということに過ぎない。
　このような奇妙な戊辰戦争が起こり、慶応４年４月に
江戸城が開城し、徳川の治世が終わる。来年が明治150
年だが、前半の80年は10年に１回、対外戦争を行ってい
た。そして結果として日本開闢以来、初めて異民族に本
土を占領される事態を招いた。にもかかわらず、官軍史
観、薩長史観がいまだに生きている。学校教育も戦前と
本筋では変わっていない。どの民族でも50年、100年経て
ば、自国の歴史の検証ということは必ず行う。しかし、
わが民族は100年経っても、歴史的検証を行っていない。
米軍に占領されて以降も行わず、さらに GHQ 教育が加
わり、すでに70年。GHQ 教育と官軍教育の二つの教育の
検証を怠って、平成を終えようとしている。
　歴史の検証の中で明治近代国家とは、どのような正体
で、どのようなことを推進して今日まで来ているのかを
考えた時、はじめて廃仏毀釈というおぞましい宗教弾圧
が表に出てくる。これは大変な事件で、戊辰戦争の問題
よりも、廃仏毀釈の問題はかなり重い。明治150年とい
うが、別の表現をすれば廃仏毀釈150年という人もいる。
それほど過酷な弾圧を明治新政権は行い、今も隠蔽され
ている。薩摩、長州は攘夷などということが出来ないこ
とが分かりつつも「尊王攘夷」と叫び、「王政復古」と
叫んだ。仏様と神様を一緒に住まわせ、両方を敬ってき
たのが大和民族の自然な伝統的な宗教秩序だった。これ
をいきなり復古といって、全部潰せと、経典を破り、伽
藍を壊した。しかし不思議に、廃仏毀釈を真正面から取
り上げて、このおぞましさを正確に伝える書物に、私は
お目にかかったことがない。
　復古と叫んだ人たちは誤解している。最初から神道と
いう一つの体系だった宗教があって、途中から仏教が伝
来してきたと。仏教とともに、文字がきちんと伝わらな
い限り、思想は発達しない。したがって、後世から見れ

ば神道の際たるものであると思えるような古事記や日本
書紀なども仏教が渡ってきたことによって成立した。仏
教の伝来、あるいは仏教の吸収ということは、文化の吸
収でもある。単にお釈迦様の教えというだけではなく、
今の教育でいえば、国語、社会、道徳的な問題を含んだ
文化として吸収したが、それがなければ神道的な考えも
浸透しなかった。つまり話が逆で、神道が日本独自のも
のとして流れているところに、仏教が入ってきたという
解釈が全く史実として間違っている。神道的な概念が確
立するのは、仏教の伝来があったからこそ成立した。あ
の明治維新のクーデターの時に、意図的なのかどうかは
わからないが、すり替わってしまった。
　江戸中期から後期にかけて、上方の神官たちから、天
皇に神聖を付与する考え方が芽生え、山崎闇斎、竹内式
部などの影響力が大きく、天皇のおかげで草木さえもが
生きることが許されているという極端すぎるほどの天皇
原理主義を謳い、公家に受けた。それ以前にも、公家か
ぶれであった水戸光圀が大日本史を編纂しつづけ、藩財
政を逼迫させながらも出来上がったのが明治30年代。観
念論による歴史書だった。山崎闇斎、竹内式部などの極
端な天皇原理主義者が水戸学を派生させ、吉田松陰以下
の長州人はずいぶんと水戸学に影響を受ける。水戸学の
正体は非常に難しいが、国学はいずれも朱子学から派生
したものだが、国学の亜流のような平田篤胤の平田派か
らさらに派生したのが水戸学。この水戸学が復古勢力の
精神的バックボーンになって、昭和維新にまでつながる。
一番、水戸学が盛り上がったのが、満州事変の昭和6年
から昭和10年代。ここで水戸学が盛り上がって、明治維
新が脚光を浴びるようになり、今のような明治維新の解
釈が始まる。
　しかし、ここは一回、都合のいいことも悪いことも含
めて、整理しておかなければならない。復古勢力が言っ
たことも行ったことも、徳川勢力が言ったことも行った
ことも含めて、一本の線の上に一度整理してみる必要が
ある。それが歴史の検証のイロハのイの部分。しかし私
たちは行ってこなかった。
　神仏習合が極めて大和的な風俗、民俗であるというこ
とも忘れ去られ、僧侶を無理やり還俗させ、肉食妻帯さ
せ、破壊坊主と人々に非難させる。そういうことが明治
から、戦後の昭和20年代、30年代にまで私の身の回りで
も起きていた。中国に文化大革命という悲惨な歴史があ
るが、明治維新はひょっとすれば伝統文化を否定するよ
うなクーデターではなかったか。
　慶応４年３月、神仏判然令（神仏分離令）が出ている。
同じ時に、勝海舟と西郷隆盛が江戸城開城の条件交渉を
行い、その後に詔のかたちで大教宣布が出た。この二つ
により、仏教はけしからんものであると公式になってし
まった。それから150年間、このことが表立って、問題
になって、議論になったことは一度もない。ここを整理
することが、真の明治150年の意義ではないか。
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　「四部会広報について」・「会則見直しについて」

　「曹洞春秋」の中で部会の報告が割愛されているのでは

ないか。また、今後の四部会のあり方についてお尋ねし

たい。

　会則の見直し進捗状況をお聞きしたい。

〈回答者：倉内理事長〉

　全国大会で「四部会」報告を行った経緯がございます。
どのような手法が一番良いのかということに関しては今
後検討するところとなりますが、今後結論が出た段階で
皆様にご報告致したいと思っております。
　会則の見直しにつきましては、四部会においても２回
協議を行い、現在は四部会の報告と専門家の方の意見、
また各支部からの会則を受け３つを重ね合わせて作業を
継続中でございます。

１、関東ブロック代表
茨城県第 42 番

観音院住職　梶浦祐顕

全 国 大 会 意 見 発 表（要旨）

２、東海ブロック代表
愛知県第 138 番

長翁寺住職　山口英寿

　「曹洞春秋」「有道」合併号について

　共同特別号の記事を拝見し、より詳しく理解すること

が出来ました。宗門にとって喫緊かつ重要な問題が惹起

された場合、總和会が主導して有道会と合同で事に当

たって頂きたいと強く願うものであります。合同特別号

の発刊に会長老師の強い意志を感じますが、總和会内部

に反対はなかったでしょうか。今後の總和会の基本姿勢

と方向性をお示しいただきたい。

〈回答者：鬼生田会長〉

　原則論から申しますと、宗門の一大事であるから宗
門を一門でということで考えました。２番目に現状、
連立の内局で宗門の行政が執り行われている以上、總
和会有道会が話し合って会長、理事長、幹事長を含め
た意思決定を持って内局の方たちとも良く相談の上、
どうすべきかということになり、その際に「両会派の
合同号で発刊しましょう」ということに至った訳でご
ざいます。
　情報開示の視点で申し上げますと、なかなか宗務庁内
で起きている事がつぶさに皆様方にお知らせすることが
出来ているかと常日頃思っておりました。今回の苫小牧

駒澤大学の件につきましては皆様に一刻も早くお知らせ
すること、詳細を皆様のお手元に直々にお届けしご理解
を頂くよりいたしかたない。ということになり発刊を致
した次第であります。今後とも情報開示に関して皆様に
出来る限りのことをお伝えしてまいりたいと考えており
ます。

３、中四国ブロック代表
愛媛県第 57 番

円通寺住職　本土一眞

　「後任住職不足が懸念される地方寺院対策と兼務地数

制限の緩和について」

　「曹洞春秋の紙面について」

　現在、級階15級以上で２ヶ寺に定められております兼

務寺院の数を少しでも増やしてはいただけないでしょう

か。また、５年に一度の兼務住職の申請にかかる義財金

の軽減をお願いしたい。宗務庁が窓口となり、各僧堂へ

後任の住職を求めている寺院の紹介をしてはいただけな

いでしょうか。

　「曹洞春秋」の紙面の大きさをA4サイズかA3サイズに

変更をしていただけないでしょうか。

〈回答者：山本教化部長〉

　現行規定では「15級以下」は制限なし、「16級以上」
は２ヶ寺までとしています。15級以上に兼務地制限を緩
和することは必然と檀家数も増えることになり、先代寺
族や兼務を望まない檀信徒とのトラブルのリスクも上昇
することが推測される為、検討してまいります。
　包括法人として何ができるか、過疎地から開発地への
移転や分院認可制度も今後考慮されるべき課題と考えま
す。
　しかし寺院住職の自助努力、意識改革が先決で健全な
寺院運営とは１ヶ寺に１住職であり、１寺院に専念でき
ることが寺門興隆につながると考えられます。
　現在のところ宗務庁総務部に「寺院後継者相談所」と
いうものを設けさせていただいております。後任住職を
募集している寺院をリストにして「こういう寺院がこう
いう条件でこういう環境で求めております」というのは
現実的に制限があるところかと存じますので、本庁相談
所の方をご活用いただきたいと思います。

〈回答者：倉内理事長〉

　「曹洞春秋」の件に関しましては、今後も「見やすい
紙面」と「読みやすい字体」を考慮して引き続き検討さ
せていただきたいと思います。
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４、北海道ブロック代表
北海道第 150 番

禅徳寺住職　竹田教峰

　「頻発する自然災害被害を想定した宗門の対処法と役

割について」

〈回答者：藏山出版部長〉

　地域社会においては当然寺院もその一員であります。
寺院にご指摘の通り何らかの要請があった場合、果たし

える役割もあろうかと存じます。たとえば有事の際に寺
院境内を避難所として開放すること、災害備蓄品を保管
する場所を提供することなどが考えられます。これに限
らず、常日頃より寺院にはどんな役割を期待されている
のか、寺院が地域社会の一員としてどのような役割を期
待されているか理解し、地域社会と連携し必要に応じて
協力していくことが肝要であると考えます。さらに具体
的なご提案があればその都度、検討してまいりたいと存
じます。

受　付 鬼生田会長

乙川監院 佐瀬参議

議長・奈良県 加藤賢一師／副議長・岐阜県 杉﨑良憲師 記念講演会

倉内理事長 宗歌斉唱
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　期日　　　　　　　　　会務内容
７月20日	 執行部会	 （總和会本部）
８月28日	 四部会・部長、副部長会議	（總和会本部）
８月28日	 執行部会	 （總和会本部）
９月27日	 四部会、部長、副部長会議	（總和会本部）
９月28日	 執行部会	 （總和会本部）
10月23日	 執行部会	 （總和会本部）
10月24日	 顧問・執行部会	 （檀信徒会館）
10月24日	 總和会全国大会	 （檀信徒会館）
10月25日	 理事・評議員会	 （檀信徒会館）
11月６日	 東北ブロック大会	 （郡山ビューホテル）
11月16日	 広報部会	 （總和会本部）
11月30日	 執行部会	 （總和会本部）

總 和 会 会 務 報 告

編集・片山昌佳 服部直哉 山本元晴 大坂恵司 奥村孝善 中根正憲

第27回總和会全国大会
◇平成30年11月６日（火）
◇会場・曹洞宗檀信徒会館

總和会ホームページ　http://souwakai.info

新　議　員　紹　介
第１区　東京都第21番
　　　　福昌寺　中 根 正 賢
　実直に誠心誠意宗政に取り組んで
参りますので、何卒宜しくお願い申
し上げます。

四　部　会　報　告
【政調部会報告】
〇選挙制度について
　①　系別同数について
　　　同数制は堅持する。
　②　単記について
　　　�連記制は維持するが、片方の系別のみが複数の候補者がある場

合は、連記制の投票用紙に於いて候補者が一人の系別の欄が記
入されていなくても有効と認める。　また、片方の系別のみが
複数の候補者がある場合でも選挙会は投票が終了した後に１回
だけ開催する。

　③　その他
　　　�選挙に関わる金銭の提供について明確な禁止規定、議員定数の

削減・区割りの見直しについて検討するべきだ。
〇会則について
　①　�三綱領は維持するべきである。特に「本宗の伝統性格を尊重し」

という文言はその意味するところを十分理解するべきである。
　②　顧問については現行規定を維持するべきである。
　③　�評議員会について何らかの決議機関としての役割を付与するべ

きとの意見がある。
　④　支部の要件を明確にするべきである。
　⑤　�理事会の構成については、支部長理事を維持するべきとの意見

が多かったが、議員のみにするべきである、或いは会長選挙は
議員のみで行うべきとの意見もある。

　⑥　�議員がいない支部について、その解釈に異論が提出されている
現状を考えれば明確な規定が必要である。

　⑦　�会長任期を４年にするべきとの意見もあり、検討が必要である。
　⑧　�四部会について、もっと具体的な政策の検討を有効に行うため

に、青年宗侶や宗内外の有識者の参加などを検討したらどう
か。

【社会部会】
〇選挙制度について
　①　�なぜ連記制ではダメなのかという意見が多く、現状の選挙制度

になった歴史的背景も含め、現状維持の意見もあったが、今回
は、単記制移行ありきでの中で、現選挙法での問題点を協議。

　②　�選挙規程の上位規程で系別数を担保することは必須条件であ
る。

　③　�投票用紙を現状のまま１枚でするのか、２枚にして色分け等
にするのか。

　④　�投票率の低下も懸念される、選挙は信任の意味もあるので著
しい低投票率で当選してもよいのか。

　⑤　�今回は主に連記・単記の件で話が進んでいるが、選挙規程そ
のものの改正が必要ではないか。

〇總和会会則の見直しについて。　　
　①　�今後も継続研究をして前回に問題点となった部分を更に検証

し、分かりやすく今後も定着するような会則の変更を模索し

たい。現状で望みたいのは第７条の会長任期２年について
は、総長任期 4 年との整合性を踏まえ、会長任期は４年、そ
の他の役員は現状通り２年にすることは早急にしてもよいの
ではないか。

【組織部会】
〇選挙制度について
　①　�当部会が積極的に見直しを進めるべきものではないが、社会

の情勢に合わせ長期に渡って検討すべき課題である。
　②　宗憲に系別同数の明記、現行制度２名連記でよい。
〇会則変更について
　①　�現会則は昭和 29 年発足の会則であり、順次変更、改正を

行っているが、現況に鑑み改正の必要がある。
　②　問題点を洗い出し改正に導くため協議・検討を行う。
　③　問題点を加えた部会長の製作原案にて協議・検討を行う
　④　�各部会にて協議が行われている内容等摺合せを行い原案作成

の上、執行部、各部会長、副部会長にてまとめるのがよいと
思われる。

【広報部会】
〇広報部会活動報告
　　　�通常宗議会後及び總和会全国大会開催後の年３回「曹洞春

秋」の編集を行っております。又、今回「曹洞春秋」と「有
道」合同特別号を発行いたしました。

〇選挙制度について
　①　系列同数は絶対不可欠であるとの意見で一致。
　②　�一方のみ選挙の場合、連記が必要ならば未記載にならぬよう

投票用紙に事前に印刷等行う等未選挙系別記載方法の取り扱
いについては充分な検討が必要である。

　③　�単記制への懸念事項として、投票率の低下がおこることが予
想される。それによって有効投票数に満たなくなることがお
こりうる可能性がある等議論がなされた。

　④　�系列同数が確保されている現在ではこのままの制度で問題な
いとの結論に至りました。

〇会則変更について
　①　�第７条（任期）会長任期は２年より４年に変更とし、役員は

２年とする。これは宗務総長の任期との整合性を図るためで
ある。

　②　�第８条（選任）２項　宗議会議員のいない支部は……新たな
支部の選定方法の明確化などを含め充分な協議が必要と思わ
れる。

　③　�第 10 条（会議）理事会の開催回数のところは年１回以上と
し、必要に応じて会長が招集できる。に変更する。

　④　�全国大会開催については今後の検討事項であるが、各支部参
加人数上限を設け、それ以外は実費負担とする。又、旅費等
はあらかじめ日程等が決まっているので実費弁済にする。全
国大会は必要に応じ会費を徴収する等議論がなされた。


